
 

光明学園相模原高等学校    2026/4/8 

図書室からのお知らせ～4月～         

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新年度が始まりました。 

新入生の皆さん、入学おめでとうございます。 

世界ではさまざまな事が起こっており、ますます厳しい世の中になってきています。 

そんな日常でも皆さんには明るく楽しく毎日を過ごしていただきたいと思います。 

 

 

 

「おいしい」は国境を超える ～食ビジネスの海外挑戦～  

高橋浩夫 (著), マリア・ヨトヴァ (著)    同文舘出版 

 

                                

 

 

 

  

 

「成瀬は天下を取りにいく」  「成瀬は信じた道をいく」 

                 宮島未奈（著） 新潮社 

ご存知天才少女成瀬あかりが、唯我独尊我が道を進む 

シリーズの第１、第２弾です。 

成瀬の行動は本当に思いもよらぬものでどうなってしまう

のかと、とにかく先を読みたくなります。その意外さに驚き

あきれながらも巻き込まれていく友人たち。こんな友達い

たらなあと最後に思うこと請け合いです。2冊読み終わっ

たら完結編の「成瀬は都を駆け抜ける」へ進もう。 

                        Ｄ先生 

校長先生のお薦め 

「禁忌の子」    山口未桜（著） 東京創元社 

スピーディかつスリリングな展開。現役医師ならではの

医療現場のやり取りがリアリティ。ナゾが解けるまでど

う禁忌なのか全く想像がつかない。 

   ２０２５年本屋大賞の入賞作品。 

過去と現在が交錯する、医療×本格ミステリ！                       

Ｓ先生 

皆さんのおすすめ本をこちら

で紹介してみませんか。 

雑誌・コミック・ＤＶＤ等、どんな

ジャンルでもＯＫです。 

スタッフに声をかけてもらうと 

下の用紙をお渡しします。 

お待ちしています。 

令和８年度がスタートしました。新しいクラスで新しい仲間と過ごす 

生活が始まりました。少し心を休めたいときに図書室に行ってみては 

どうでしょう。新発見があるかも。 

 さて今回の推薦する書籍についてです。 

近年、海外で目覚ましい日本の「食」の広がりを感じませんか。 

「寿司」が代表選手ですね。海外から入った「中華麺」は日本独自で 

進化して、海外の方に日本の「ラーメン」は人気です。この本は、 

食に関わる進化と国際社会の関係をわかりやすく説明しています。 

校長 天野 雅秀 

 

食やマーケッティングに興味のある生徒には、特にお勧めです。 

 

注文中！ 

書架

28 

※禁忌（きんき） とは 「一般的に特定の行為や状況が健康上の危険や

慣習的な忌み嫌いにより「してはならない（タブー）」とされていること」 

https://www.amazon.co.jp/s/ref=dp_byline_sr_book_1?ie=UTF8&field-author=%E9%AB%98%E6%A9%8B%E6%B5%A9%E5%A4%AB&text=%E9%AB%98%E6%A9%8B%E6%B5%A9%E5%A4%AB&sort=relevancerank&search-alias=books-jp
https://www.amazon.co.jp/s/ref=dp_byline_sr_book_2?ie=UTF8&field-author=%E3%83%9E%E3%83%AA%E3%82%A2%E3%83%BB%E3%83%A8%E3%83%88%E3%83%B4%E3%82%A1&text=%E3%83%9E%E3%83%AA%E3%82%A2%E3%83%BB%E3%83%A8%E3%83%88%E3%83%B4%E3%82%A1&sort=relevancerank&search-alias=books-jp


＜図書室のご案内＞ 

 

＜図書委員会へのお誘い＞ 

＜図書室より＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

◆生徒の利用は昼休みと放課後です。 

◆読書と自習ができます。 

◆場所は智慧の塔２Ｆ（食堂の上）です。 

◆詳しくは図書室前掲示及び生徒手帳（図書室の利用）を参考にしてください。 

 

 

 この図書室の大きな力になるのが図書委員の皆さんのパワーです。 

月～金の昼休みと放課後のどこか１コマ３０分パワーを貸してくれませんか。 

 

 

 

今年度も「必要な本」「読みたい本」を探していきたいと思っています。 

 宜しくお願いします。  小牧 

今月の KOMAのおすすめ  

＜図書室ひとまわり＞ 

 

まずは足を

運んでみて 

ください。 

２０２５年度 図書委員による蔵書整理の様子！ 

新人作家の中から選ばれる芥川賞。人間の心やその時

代の社会を深く描いた作品が多く、じっくり読みたい人

におすすめです。人気作家による物語として面白い小説

に贈られる直木賞。ミステリーや歴史小説など読書好き

な人におすすめです。全国の書店員が「一番売りたい本」

を選ぶ本屋大賞。読みやすく多くの人が楽しめる作品が

選ばれるので、どの本を読めばいいか迷ったときにおす

すめの本です。 

「フロントライン」増本 淳（著）サンマーク出版 

私がこの本を読んでみようと思った理由は３つあります。 

① 表紙裏面にこの様な記載があったこと。 

２０２０年２月―― 

コロナウイルスが日本に持ち込まれた「最前線」（フロント

ライン）で命の危険を顧みず戦った者たちの“真実”のドラ

マ とあること。 

② 著者 増本淳が私の好きなドラマ「白い巨塔」の脚本家で

あること。 

③ 実在の人物（ＤＭＡＴ、厚生労働省、船内クルー等）が監修

者として名を連ねていること。 

まさしく第 1 ページの「事実に基づく物語」だと実感した

から。 

物語は、真夜中の船内で女性クルーと検疫官のやり取り

で始まります。２０２０年２月と言えば、もう６年前のことに

なります。「コロナ」が「ダイヤモンドプリンセス号」という船

内で発症してからのＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）と厚生

労働省のやり取り、そして何より感染リスクと戦いながらの

クルー達の働きに驚きです。 

 それぞれの立場の人が最善の方法を尽くして「全員無事

に下船する。諦めない気持ち。」が共通の思いでした。 

しかし私が一番恐ろしいと思ったのは「真実でないマスコミ

の報道」です。この報道が世論をあおったりすることです。

フロントラインの人たちはこの「真実でない報道」とも 

戦っていたのです。 

順次、書架（５０以上に分類）の紹介をしています。 

書籍は全部で 23,000冊以上あり、新聞・雑誌・コミック・ＤＶＤ・ＣＤがあります。（リクエストで購入しています。） 

今月は書架 28 「芥川賞・直木賞・本屋大賞コーナー」です。 

読書初心者の方はこのコーナーから始めてみませんか！ 

 


